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“
あ
り
が
と
う
”
あ
り
ふ
れ
て

い
て
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す

が
、
何
度
言
わ
れ
て
も
、
温
か
み

を
感
じ
ま
す
。
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
家
族
や
友
達
に
は
、

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
、
か
え
っ

て
言
わ
な
い
こ
と
も
。
今
ま
で
言

わ
な
い
で
い
た
分
の
「
あ
り
が
と

う
」
を
一
つ
一
つ
思
い
出
し
な
が

ら
、
全
部
合
わ
せ
て
形
に
し
た
ら
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
“
あ
り
が
と

う
”
に
な
っ
て
、
驚
く
ほ
ど
喜
ん
で

も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
♪
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生
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ら
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メ
ッ
セ
ー
ジ

マナビィ宅配便登録講師

ただの れいこ

只野 玲子 先生

“ありがとう”の文字と
ほっこり笑顔＾＾の

コンビネーション☆彡

笑い文字とは、丸っこくかわいい字体の中に、
満面の笑顔を添えた筆文字のこと。
ファミリーサポートセンター（増田児童セン

ター）で開かれた今回の講座には、市内から６人
が参加し、“ありがとう”の言葉 を笑い文字にし
てはがきに書きました。
参加者の皆さんが書くことに真剣になって、表
情が固くなると、先生から「笑って笑って♪」と
声がかけられました。作品ができあがると、隣同
士で見せ合い、互いのよさを褒め合いました。
「のびのびしているね」「やさしいタッチだね」
「力強いね」。相手のよさを取り入れ、もう一度、
それぞれ大切な人を想いながら、筆を運びました。
完成したはがきを見て、参加者の皆さんは、明

るい表情を浮かべていました。

只野先生の笑い文字講座に密着！

笑
顔
を
添
え
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
渡
す
相
手
を
想
い
な

が
ら
書
く
の
が
笑
い
文
字
の
醍
醐
味

で
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
お
礼

を
言
う
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め

て
笑
い
文
字
で
“
あ
り
が
と
う
”
を

書
く
こ
と
で
、
相
手
を
想
う
時
間
を

作
り
、
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
が
マ
ナ
ビ
ィ
講
師
に
登
録
し
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災

の
原
発
と
津
波
の
影
響
で
、
福
島
県

か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
時
、
名
取
市

の
多
く
の
方
々
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
名
取
市
の

方
々
に
、
笑
い
文
字
で
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
少
し
で
も
恩
返
し

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

笑
い
文
字
は
、
書
き
た
い
と
思
っ

た
ら
、
２
時
間
で
、
ル
ー
ル
を
お
伝

え
す
る
こ
と
で
誰
も
が
書
け
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
お
宅
に
お
伺
い

し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
♪



生涯学習課では、市民の
皆さんが企画・主催する催
しで、講演いただくマナビィ
宅配便登録講師を随時募
集しています。
様々な分野で経験豊富
な皆さんの講師登録をぜひ、
お待ちしています♫

只野先生の講座申込を希望する人は、市ＨＰに掲載の
申込書を提出または生涯学習課に電話・メールでお問い
合わせください。（☎022-724-7173）

只野先生♪自宅アトリエ♪

「書いて半分、渡して完成！」感謝の気持ち伝えよう♬

たかはし しゅくこ

高橋 叔子さん
（那智が丘）

メッセージを書くのは苦
手でしたが、笑い文字を書
いたら、笑顔になりました。
贈ったらきっと相手も喜ん
でくれるなと。ほっこりし
た気分になりました。

難しかったけれど、
かわいい顔が描けて楽
しかったです。家族に
贈りたいです。

たてもり みき

建守 美紀さん、
つかさ

宰くん（増田）

おおの かずお ちはる

大野 和夫さん、千晴さん（愛の杜）

とても充実していて、あっとい
う間の２時間でした。自宅でも書
いて、両親や周りのお世話になっ
ている人達にお礼状として送りた
いです。

スタートから完成まで温かくご指
導される先生の人柄に感動しきりで
した。完成した“ありがとう”の笑
い文字ににっこりです。お世話に
なった人にお届けしたいです。
もり こ

森 かよ子さん（箱塚）

ファミリーサポートセンター（増田児童センター）での講座 参加者の皆さんの声

先生の自宅を会場として、講座が開かれること
も。この夏開かれた親子講座では、親と子が互い
を想いながら笑い文字で“ありがとう”を書いた
後、感謝の言葉とともに手渡した。

旅行先で偶然、笑い文
字で名前を書いてもらっ
たことが、先生と笑い文
字との出会い。その後、
受講生として講座に足を
運ぶうちに、講師資格を
取得した。自宅のリビン
グにつくられたアトリエ
には、先生の作品や生徒
のみなさんが笑い文字で
書いた“ありがとう”が
並んでいる。

申込ページに→
簡単アクセス☆


